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道の駅みたら室蘭にて

写真①室蘭市役所澤田さんからの解説。②地図マッ
プを活用。③連携のCode for Muroran の川口さん
の説明。④室蘭のまちづくりイメージ⑤高砂自治会
の取組を会館で解説。⑥町内会では会長さんからも
熱いコールが。⑦アンケートは聞き取りと協力依頼文
の配布で。

9月3日	 道の駅みたら室蘭で室蘭市概要の把握
	� 室蘭市役所にて室蘭市デジタル推進、また	

Code for Muroranの説明を受ける
	� わかば会館にて、高砂自治会のデジタル自

治会の推進状況の解説を受ける
9月4日	� 高砂清明自治会、サンライズ2丁目町会地

域住民へのデジタル自治会の利用状況調
査を実施

	 イタンキ浜に立ち寄る

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科２年

地域経済学科２年

酪農学園大学附属

札幌第一高等学校出身

草間 陽翔

小林 紅葉

地域経済学科
教授

山田 誠治

高齢者世代と若者世代の差を実感

地域活性化に向けたデジタル活用の可能性

　室蘭市では行政と民間が連携し、地域活性化と市民の利便性向上を目指してDX（デ
ジタルトランスフォーメーション）を推進しており、その具体的な実態について知るこ
とができた研修であった。
　町内会の調査では、なぜデジタル回覧板が広まらないかについて考えさせられ、参加
意識が低い層や高齢者世代のスマホ普及率の低さ、などの課題を感じた。
　GISやデジタル回覧板などDXの普及活動は、新しい形態の地域コニュニティを形成
し、若年層の地域活動参加促進や防災活動・教育を通じた多世代間の連携強化を促進さ
せ、地方課題の解決と持続可能な発展を目指すことができることは実感できた。
　また、一方で、既存の形態の変化には地域住民との合意形成が必要不可欠であるため、
特に同地域の高齢者世代と若者世代の差にどの様に対処するか今後重要になると考えた。

今回の地域研修では、室蘭市のオープンデータ活用や町内会活動のデジタル化につい
て学び、多くの気づきを得ました。胆振東部地震では、停電時の復旧状況を公開する地
域間連携が実現し、オープンデータの重要性を実感しました。また、市内の路線地図が
行政や公共機関に活用されていることから、データの汎用性も感じました。一方、高砂
晴友町会ではLINE公式アカウントを導入し、デジタル回覧板で情報共有を行い、世代間
のつながりを深めていました。特にコロナ禍での活動停滞を補い、若い世代の参加を促
進している点が印象的でした。今後、デジタル技術を活用した地域の発展が期待される
一方、次世代へ引き継ぐ仕組みづくりの重要性も考えさせられました。

まず室蘭市ICT推進課の澤田さんのわかりやすさに感銘し、プレゼンの学習にもなったようで、
あらためて感謝でした。

具体的には、防災災害へのGISの利用では、熊の出没マップ、災害マップなどの活用で、自治体間
の連携やリアルタイム性の向上でより工夫をし、活用方法について様々な施策が取り込まれている
状況について詳しく理解できました。

また、オープンデータの活用については、その利用方法について、ただ情報を公開すればいいわ
けではなく、誰に向けて、どのように分かりやすく公開すればいいのかを、作成者側が意図して作
ることが重要である、と考えたようでした。

高砂町内会でのデジタル回覧板の解説を聴き、いろいろ課題はあるが、若い世代の参加が顕著に
みられ、実際の活動を知ることで、新たな手間もかかるが一定の効果を実感できたようでした。

二日目に実施した町内会でのデジタル活用についてのアンケート調査では、いろいろの準備確認
不足で十分回収はできず、面談ができたケースでも、前日の話とは異なり、低い認知度の現実に直
面し、いろいろ考えさせられたようでした。

全体として、課題を感じつつもデジタル導入の一定の効果について実感できたと思われます。

山田ゼミでは、デジタルが地域の
活性化にどのように活用されているか、
をテーマに学修を積み上げてきた。今
回は、具体的な進展が見られる室蘭市
を訪問し、市の推進の方法、実際の効
果について検証することを課題にした。

室蘭市のデジタル化の取組と
課題についての訪問調査
研修地：室蘭市

◉総　括◉研修目的
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会津若松のデジタル化の拠点スマートシティＡｉＣＴの施設にて

写真①仙台空港は東北の玄関口。②天守閣は会津
若松の顔。③商店街では会津コインが浸透？。④会
津コインのアンケート調査。⑤AiCTは城下町の中心
に。⑥会津若松市による解説。⑦AiCTのデジタル
化ラインナップ。

9月29日　会津若松市内巡回
9月30日	 七日町商店街地域・神明町商店街地域を
　　　　　対象にグループ別にアンケート調査、会津
　　　　　若松市スマートシティＡｉＣＴにてコンソー
　　　　　シアムの村井さん、マートシティ推進室の
　　　　　鈴木さんからの「スマートシティの取り組
　　　　　みの全体像」「AiCT コンソーシアムの取
　　　　　り組みの全体像について」についての解
　　　　　説と質疑応答、会津若松市スマートシティ
　　　　　ＡｉＣＴの施設見学、会津若松市内の市内
　　　　　スポット見学	

学生たちは、会津若松市がデジタル化をどう進めようとしているのか、一定の理解ができたと思
います。開発拠点である会津若松スマートシティ AiCTでは、コンソーシアムというしくみで、相
互に刺激し合いながら ビジネスアイデアを競い、現在進行中ではあるものの各ビジョンの展開方
向については共感できました。ただ、データ利用の面では、オプトインを活用した市民一人一人の
情報への配慮がなされた点は共感できましたが、ヘルスケアの領域に関して、各方面のデータをそ
れぞれから利用できるようにすることに伴う問題があり、データ一元化のリスクへの懸念も感じた
ようです。また、見学したその施設内では、ワーキングスペースが利用され、どんなふうに作業が
進行しているかさらに知りたいと思った学生もいました。会津コインの利用については、商店街ア
ンケート調査の結果、思った以上に中年層の方も利用しており、地域的で推進されていることも伺
えたが、全国チェーンのコンビニでも導入している、していないの差があり、使い勝手の受け止め
の違いなどがあると思ったようです。いずれにしろ、都市OS という形で様々な領域にDX化が広
がっていく可能性を実感した研修でした。

デジタル田園都市構想の下、「ス
マートシティ」を先進的に進めている
会津若松市を訪問し、具体的な取組で
あるデジタル地域通貨「会津コイン」
の利用状況について商店街でのアン
ケート調査を行い、その検証とととも
に会津若松市からその政策の現状につ
いて解説を受けました。

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科
教授

山田 誠治

地域経済学科３年
札幌国際情報高校出身

安藤 里紗

会津若松市での地域研修を通じて学んだこと
私たちは今回の研修で会津若松市を訪れ、1日目は移動、2日目から実際の調査を行

いました。地域の方々へのアンケート調査やAiCTコンソーシアムの見学を行い、デジ
タル化の取り組みを身近に感じることが出来ました。AiCTコンソーシアムでは、開放
的な空間で多様な企業や個人が集まり、相互に刺激し合いながら新たなビジネスやアイ
デアが生まれている様子が印象的でした。また、市役所職員とAiCTコンソーシアム会
員企業（アクセンチュア）の方から地域経済の発展を目指す戦略や将来のビジョンを伺
い、理解が深まりました。そして、アンケート調査では、地元のお店の従業員の方々や

地域経済学科３年
石狩南高校出身

酒見 雄飛

会津若松でのDXの活用
今年度の山田ゼミでは、昨年に引つ続き地域経済に関するDXの研究を進めており、

今回は福島県会津若松市における地域経済DXについて調査してきました。会津若松で
は「スマートシティ AICT」を核として様々な取り組みを行なっており実際の使用状況
や課題などを現地調査してきました。

会津若松市ではアプリを使用したデジタル観光案内やデジタルで行政手続きや子育て
支援を行える仕組みが整備されていて、市民だけでなく観光客や外国からきた人に向け
ても使えるようになっています。

地域住民の方々と直接交流が出来、現状を知る貴重な機会となりました。二泊三日の研修を通じて、地域の
デジタル化に対する熱意や取り組みを目の当たりにし、これからの発展に対する期待感を抱きました。地域
の特性を活かしながら、創造性を発揮し成長する会津若松市の未来が益々楽しみです。

そのほかにもスマートフォンアプリで使える地域通貨「会津コイン」の利用状況について、市民だけでな
く導入している企業にも調査を行いました。しかしこの「会津コイン」は市民に認知はされているが浸透は
していないという課題も見つかりました。企業側もコンビニやドラックストアなど市民が身近に使う店舗で
も導入されているがあまり使用されていないというのが現状でした。

しかし、会津若松市の取り組みは「スマートシティ AICT」を核として様々な地域DXを活用している地
域なので、まだ課題は多いがこれから改善していくと、今後の日本各地で導入していくと便利で暮らしやす
くなるものが多く、会津が先駆的に引っ張っていく存在になると現地調査を経て実感しました。

会津若松市のデジタル田園都市の
取組の理解と課題の検証
研修地：福島県会津若松市
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羊蹄山を背にひらふウェルカムセンターにて

写真①倶知安町沼田さんからの政策説明。②ミッ
ドタウンニセコで熱心に解説を聴きいる。③説明会
場のミッドタウンニセコ。④アンケート・インタビュ
ーも閑散期で少ない人。⑤宿も森の中。⑥ニセコ
HANAZONOは富裕層向けの施設です。⑦施設は
様々なサービスが。⑧花園リゾートに一目。

9月17日	� 倶知安町観光協会から解説・インタビュー
（倶知安町ミッドタウンニセコ）

	� ニセコ店舗・観光客のデジタルマップ利用
のアンケート調査（ニセコ比羅夫十字街）

9月18日	� パークハイアット花園地区リゾートの施設
見学（ニセコHANAZONOリゾート）

総じて、DX技術は想像以上に進んでいる、と思ったようだ。倶知安町観光商工課の沼田さんか
らの説明によると、現地のスマートリゾート化で、リアルタイムのトレイルマップでリフトの運行
や混雑状況を旅行客に提供したり、シャトルバスの位置情報やレストハウス混雑度をAIカメラの
観測データも活用し、旅行客にとって効果的な取組が紹介された。課題としては、システムの仕様
の変更によっては、手間が増えたり、効率を落としてしまうというケースも起こる、とのことであっ
た。また、外国人の労働者に関する解説も聴いたが、実際にホテルの従業者や観光客の外国人と直
接接し、実感としても、彼らの存在の重要性を感じたようだ。さらに、倶知安の町の事業者・観光
客・従業者からのアンケート・インタビューでは、デジタル化の施策の利用はあまり浸透しておら
ず、導入に際して、DX化を推し進めるには技術面だけでなく合意形成と、市町村とそこに住む住民
との関係性が重要であり、手間と時間を要する、という説明が実感できた。　

全体を通して、推進には合意形成を進め、地元や観光の利用者と開発技術者との認識のずれをど
う埋めるか、が肝要だと考えたようだ。

ゼミでは、デジタルを活用し、つ
ながりを生かした地域の存続・活性化
を考えることをテーマに学修を積み重
ねており、観光業で DX を積極的に追
求している倶知安町を研修先に選び、
現地担当者の説明と質問の機会を設け、
現地の関係する人からのアンケート調
査も行った。

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科２年

地域経済学科３年

旭川大学高校出身

札幌清田高校出身

𠮷田 匠真

藤原 康太郎

地域経済学科
教授

山田 誠治

デジタル化で観光業を支える

倶知安町における観光DXの現状と課題について

今年度、私たちは倶知安町でデジタル化による地域活性化をテーマに、観光業でデジ
タル技術がどう活かされているかについて学びました。倶知安町では、世界屈指のスキー
リゾートを活かし、冬季は外国人観光客を中心とした観光業が盛んです。また、閑散期
にはサイクリングやジップラインなどの新しい需要の創出にも取り組んでいます。こ
のような観光業を支えるために倶知安町では様々なデジタル化を進めています。例え
ば、ニセコデジタルマップです。ニセコデジタルマップとは、飲食店やアクティビティ
などの情報を集約 し、現在地からルート案内や施設情報を容易に取得できるサービス
です。しかし、現地の人へのアンケートにより、認知度が明らかに低いことがわかりま
した。デジタル化の推進に加え、周知させる取り組みも必要であり、課題は多く残って
いると考えます。足を運ぶことで事前学習とのギャップもあり、今後欠かすことのでき
ないデジタル化について学びが深まったと実感しました。

私たちは倶知安町での地域研修を通じて、観光DXの現状と課題について学んだ。研
修地では、倶知安町観光協会の方から解説していただき、観光DXにより、ニセコデジタ
ルマップやリアルタイム混雑情報の提供、宿泊需要予測データなどの取り組みが行われ
ていることが分かった。地域住民に対するデジタルマップのアンケート調査では、「知っ
ているが使用したことがない」「使用経験はあるが扱いにくい」という意見が多く寄せ
られた。今回この地域研修から考察できる点として、観光DXの認知度や利用率は住民
や観光事業者の間でまだ十分に高いとは言えないと感じた。また、観光地としての高い
物価や生活コストが地域住民の生活に与える影響にも課題があると認識した。今後は、
観光DXを推進するには、住民や事業者への周知と活用支援が必要であり、地域の課題
を包括的に捉えた対策が求められると感じた研修であった。

倶知安町観光DXの開発と実態の検証
研修地：倶知安町

参加学生数25名

２部
山田誠治ゼミⅠ・Ⅱ

◉総　括◉研修目的
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地域研修報告会

【12月18日（水）】
　4時限目●31番教室（44名）運営担当：西村先生
　① 内田 1 部Ⅰ・Ⅱ（小樽）② 佐藤 1 部Ⅰ（江別・札幌）③ 西村 1 部Ⅰ・Ⅱ（芽室）④ 藤田 2 部Ⅰ・Ⅱ（長沼）
　4時限目●60番教室（30名）運営担当：内田先生
　① 西村1部Ⅰ・Ⅱ（留萌） ② 藤田 1 部Ⅰ（兵庫・大阪）③ 内田 2 部Ⅰ・Ⅱ（小樽）
　５時限目●60番教室（65名）運営担当：水野谷先生
   ① 牛久１部Ⅱ（ニセコ）② 佐藤１部Ⅱ（留萌・小平・増毛） ③ 藤田１部Ⅱ（栗山・安平） ④ 水野谷１部Ⅰ・Ⅱ（帯広）
【12月20日（金）】
   4時限目●15番教室（19名） 運営担当：大貝先生
　① 西村・濱田 2 部Ⅰ・Ⅱ（豊浦） ② 平野1・2 部Ⅰ・Ⅱ（札幌） ③ 水野谷 2 部Ⅱ（釧路）
  4時限目●60番教室（31名） 運営担当：平野先生
　① 大貝１部Ⅱ（日高・新ひだか・浦河）② 水野１部Ⅰ・Ⅱ（月形・当別）③ 宮入１部Ⅰ・Ⅱ（足寄）
  ５時限目●60番教室（56名）運営担当：宮入先生
   ①大貝１部Ⅰ（鳥取・岡山・京都）② 濱田１部Ⅰ・Ⅱ（沼田） ③ 宮入２部Ⅰ・Ⅱ（富良野）
【12月21日（土）】
　２時限目●D42番教室（62名）運営担当：浅妻先生
　① 上園１部Ⅱ（岩内）② 上園２部Ⅰ・Ⅱ（岩内）③ 浅妻 1・２部Ⅱ（札幌）④ 上園 1 部Ⅰ（豊富）⑤ 浅妻 1・２部Ⅱ（室蘭）
【12月23日（月）】
　４時限目●42番教室（45名）運営担当：土橋先生
　①	 山田 1 部Ⅰ（室蘭）② 土橋 2 部Ⅰ（帯広）③ 山田２部Ⅰ・Ⅱ（倶知安）
   ５時限目● 60 番教室（50 名）運営担当：中囿先生
   ① 土橋１部Ⅰ（帯広）② 中囿１部Ⅱ（札幌）③ 古林１部Ⅱ（帯広・本別）④ 山田１部Ⅱ（福島県会津若松）

2024年度の地域研修報告会は、2024年12月18日（水）、20日（金）、23日（月）の３日間の日程で開催されました。同報告会
は経済学部の「地域研修Ⅰ・Ⅱ」の一環として毎年実施するもので、今年度は32グループ（うち５グループは21日に開催）が研
修の成果を披露してくれました。

コロナ禍明けの昨年度に引き続き、今年度も充実した地域研修を行うことができたようです。学生は道内外に足を運び、実際
に見て、聞いて、触れて、地域の社会・経済・文化の多様な姿かたちと、それぞれに個性豊かな地域づくりの実践について見聞
を広げました。道内の研修先は、足元の札幌市のほか、室蘭市、帯広市、釧路市などの主要都市、そして数多くの農山漁村とい
うように多岐にわたります。また、福島県、兵庫県、鳥取県など、道外に飛び出し、学びを深めたゼミナールもみられました。

地域研修の実施方法は年々工夫が重ねられています。例えば、地元の方々と一緒に活動しながら地域調査に取り組む「参加
型」が根付きつつあります。地域研修報告会は、個々の地域の実情を知る場としてだけでなく、こうした地域調査の在り方を巡
る新たな知見やノウハウを共有する場にもなっているようです。（早尻正宏）

◎報告会ゼミ・研修地

2024年12月18日（水）、20日（金）、21日（土）、23日（月）
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2024年12月18日（水）、20日（金）、21日（土）、23日（月）

【12月18日（水）報告会】

【12月20日（金）報告会】
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【12月21日（土）報告会】

【12月23日（月）報告会】
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地域研修ギャラリー
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